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れる（平塚, 中島, 永田, 石津, 2009）。実習中
も責任を感じていたとは思うが、1つのミス
が生命にかかわることを実感した場面に遭遇
したことから、就職後は、看護師としての責
任の重さを、より実感したのではないかと考
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える。また、責任を伴う仕事をまかせてもら
い、見守られながらやり遂げられたこと、で
きたことを先輩から認められることで自信に
繋がっていくと考えられる。
　〈成長3〉の語りでは、シビアな状況や新人
看護師にとって初めて経験することを含めた
多重課題であり、大きな責任を一気に追わな
ければならない状況であった。その状況から
逃げず、最後までやり終えたことは新人看護
師にとって大きな自信に繋がり、それを見守
ってくれていた先輩（仲間）に対する信頼にも
繋がるのではないか。こうした経験をしたこ
と、それを鮮明に覚えていて語ったことで、
この経験は新人看護師の中で確実に根付いて
おり、その後の成長に大きく生かされていく
のではないだろうかと考える。
３．看護師としての自分の自信につながる成
長について
　就職前の予想よりも良かったことに、【患
者から得られる喜び】がある。それは、「患者
さんとのコミュニケーションが楽しい」など
〔患者から得られる喜び〕、「患者さんの回復
一つ一つが嬉しい」といった〔仕事のやりが
い〕のカテゴリーから構成されていた（久保ら
, 2007）。実際に関わり、患者からの反応を直
に感じられるほどやりがいにもつながってい
る。今回の対象者からも、多くの新人看護師
から患者とのふれあいの喜びに対する多くの
体験が聞かれた。このことからも、このよう
な患者との関係性も持てること自体が成長で
ある。
　患者との関係が積極的に持てるからこそ、
患者からの反応も得られ、本人のやりがいや
喜びにもつながっていると考える。
　リアリティショックからの回復を妨げる不
安定さの中に、自尊感情の低下がみられ、
〔できない自分〕〔失敗による落胆〕〔成功体
験の不足〕〔自信のなさ〕の4つのカテゴリー
から構成されている（水田, 2004）。今回の新
人看護師は、自尊感情が低下している状態が
体験の中であるため、できる部分を少しでも
任せて、できたことを認められたことで自信
につながっていった体験が語られた。失敗体
験も一人前になるために必要な過程であるが、
そうした状況にどう向き合うのか、失敗を次
にどう生かすことができるのかが、その後の
成長に大きな影響を与えると言える。また、
こうした失敗の場面で周囲がどのような声を
かけたらよいのか、あるいはかけない方がい
いのかなど、周囲のフォローも大事である。
　新人看護師が自信を持ちづらい時期に、個
として存在自体を認めてもらえることで安心
感を実感できたと考える。自信がない時に、
名前を覚えてもらう事で、自己の存在を確認
する。患者との関わりの中で生まれた関係か
ら、特別な存在として認めてもらえたことや、
自分のつらさに共感し励ましてもらえたこと
に喜びを感じている。自分の出来たところを、
医療スタッフから直接に認めてもらえること
も、自信につながっていくと考える。
４．成長の軌跡
　本研究では、A大学を卒業した第1回生を
対象にグループでのインタビューを実施し、
新人看護師の体験を語ってもらった。結果、
新人看護師としての体験から、職場の対人関
係に悩んだうえでの成長、看護師の責任の重
さを感じる成長、看護師として自分の自信に
つながる成長という3つの新人看護師の成長
が得られた。これらの成長は、順序性がある
わけでもなく、1つずつ起こるのでもなく、
1つの成長からそれ以外の成長へと繋がりを
読み取れるものもあった。そのような繋がり
を1つの軌跡と考える。
　グループでのインタビューを通して、調査
対象者は、出来なかったことや辛かったこと
を多く語っていた。しかし、逐語録を読み返
す過程で、体験の中に成長していると読みと
れることがいくつか見られた。どう成長して
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いるかを体験から読みとれることで、研究者
が卒業生にフィードバックできる結果となっ
たと考える。
　大学時代に一緒に学んできた同期生だから
こそ、失敗も含めてありのままの体験を語り
やすく、さらに、語ったことで自分自身の体
験の再確認にもなり、看護師としての自信に
繋がったのではないかと考える。
　また、A大学を卒業した第1回生の学生時
代を知る教員が、新人看護師としての体験を
語るグループでのインタビューを聞くことで、
学生時代の未熟さを知っている分、より就職
後の成長を確認でき、成長を読みとれたので
はないかと考える。そのような点から、母校
で新人看護師としての体験を語ることや体験
を教員が聞くことの意義があるのではないか
と考える。調査対象者の学生時代の成長から、
新人看護師としての成長という線としてのイ
メージを成長の軌跡と考える。
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